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目次

1．仕訳の貸借反転機能算
仕訳作成時、貸借を反転するボタンを追加します。

2．検索画面の科目コード指定対応
科目検索において、コード指定を可能にします。

3．総勘定元帳（画面）各種出力項目のボタン追加
総勘定元帳（画面）で、各種出力項目の「前へ《 」「次へ 》」
ボタンを追加します。

4．月次棚卸対応
月次棚卸に対応した期首期末たな卸高の表記をします。
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仕訳作成時、貸借を反転するボタンを追加します。
【対応機能】仕訳伝票入力、決算仕訳伝票入力

内容

1．仕訳の貸借反転機能

貸借
反転

「貸借反転」ボタンを追加します。
反転したい明細を選択し、
「反転」ボタンを押下すると貸借が
反転します。

貸借
反転

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。
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科目検索において、コード指定を可能にします。
【対応機能】仕訳日記帳、簡易総勘定元帳、簡易補助元帳、総勘定元帳、

補助元帳、簡易仕訳日記帳、取引先別元帳

内容

2．検索画面の科目コード指定対応

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。

タイプ：A タイプ：B

検索画面の科目検索において、
コード指定を可能にします。
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総勘定元帳（画面）で、各種出力項目の「前へ《 」「次へ 》」ボタンを追加します。
【対応機能】総勘定元帳（画面）、出納帳入力（摘要）、出納帳入力（科目）

現金出納帳入力、預金出納帳入力

内容

3．総勘定元帳（画面）各種出力項目のボタン追加

《 》《 》《 》《 》

各種出力項目について、
「《」ボタンで、前の項目へ
「》」ボタンで、次の項目へ
絞り込み条件を変更することができます。

絞り込み後の表示は、
これまで通り「表示」ボタンを
押下してください。

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。
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・月次棚卸に対応した期首期末たな卸高の表記をします。
【対応画面】科目マスタ登録、合計残高試算表、前年同月対比表、月次残高推移表

総合推移表、部門実績比較表、予算実績対比表、決算書印刷
2期比較決算書印刷

内容

4-1．月次棚卸対応 科目マスタ登録（1/2）

棚卸区分を追加します。

「空欄」：対象外（下記以外）
「期首」：期首棚卸勘定
「期末」：期末棚卸勘定

※貸借対照表科目にも設定は可能です
が、機能せず無視されます。

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。
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4-1．月次棚卸対応 科目マスタ登録 例示データと設定（2/2）

◆例示データと設定
①科目マスタ
期首商品棚卸高の棚卸区分 「期首」
仕入高の棚卸区分 「空欄」
期末商品棚卸高の棚卸区分 「期末」

②下記の例示データ：実績を基に、右記の仕訳が
入力されている。

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。
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4-2-1．月次棚卸対応 財務データ 合計残高試算表（1/2）

１．合計残高試算表（繰越の場合）

棚卸表記方法を追加します。

残高：残高を表示
発生額：発生額を表示

棚卸表記方法 残高
（今までの表示）

棚卸表記方法 発生額

指定期間の初
月の発生額

指定期間の末
月の発生額

期首月の
発生額

指定期間の前
月の発生額

指定期間の末
月の発生額

期首月の
発生額

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。
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4-2-1．月次棚卸対応 財務データ 合計残高試算表（2/2）

１．合計残高試算表（増減の場合）

棚卸表記方法を追加します。

残高：残高を表示
発生額：発生額を表示

棚卸表記方法 残高
（今までの表示）

棚卸表記方法 発生額

指定期間の初
月の発生額

指定期間の末
月の発生額

指定期間の末
月の発生額

期首月の
発生額計算結果計算結果

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。
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4-2-2．月次棚卸対応 財務データ 前年同月対比表

２．前年同月対比表

棚卸表記方法を追加します。

残高：残高を表示
発生額：発生額を表示

棚卸表記方法 残高
（今までの表示）

棚卸表記方法 発生額

指定期間の初
月の発生額

指定期間の末
月の発生額

指定期間の初
月に対応する
前期の発生額

指定期間の末
月に対応する
前期の発生額

計算結果計算結果

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。
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4-2-3．月次棚卸対応 財務データ 月次残高推移表

３．月次残高推移表

棚卸表記方法を追加します。

残高：残高を表示
発生額：発生額を表示

棚卸表記方法 残高
（今までの表示）

棚卸表記方法 発生額

指定期間の末
月の発生額

期首月の
発生額

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。
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4-2-4．月次棚卸対応 財務データ 総合推移表

４．総合推移表

棚卸表記方法を追加します。

残高：残高を表示
発生額：発生額を表示

棚卸表記方法 残高
（今までの表示）

棚卸表記方法 発生額

指定期間の末
月の発生額

指定期間の初
月の発生額

指定期間の初
月に対応する
前期の発生額

指定期間の末
月に対応する
前期の発生額

計算結果計算結果

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。
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4-2-5．月次棚卸対応 財務データ 部門実績比較表

５．部門実績比較表

棚卸表記方法を追加します。

残高：残高を表示
発生額：発生額を表示

棚卸表記方法 残高
（今までの表示）

棚卸表記方法 発生額

指定期間の末
月の発生額

指定期間の初
月の発生額

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。
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4-2-6．月次棚卸対応 予算登録 例示データと設定

◆例示データと設定
①下記の例示データ：実績を基に、下記のデータが
入力されている。

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。
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4-2-7．月次棚卸対応 財務データ 予算実績対比表

６．予算実績対比表

棚卸表記方法を追加します。

残高：残高を表示
発生額：発生額を表示

棚卸表記方法 残高
（今までの表示）

棚卸表記方法 発生額

指定期間の初
月の発生額

指定期間の末
月の発生額

計算結果計算結果

指定期間
の初月

指定期間
の末月

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。
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4-3-1．月次棚卸対応 決算処理 決算書印刷

１．決算書印刷

損益計算書、製造原価報告書のプレビュー表示の際、
棚卸区分が「期首」の科目は、期間指定の初月の発生額
棚卸区分が「期末」の科目は、期間指定の末月の発生額
を集計して表示する。

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。

棚卸表記方法を追加します。

残高：残高を表示
発生額：発生額を表示
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4-3-2．月次棚卸対応 決算処理 2期比較決算書印刷

２．2期比較決算書印刷

損益計算書、製造原価報告書のプレビュー表示の際、
棚卸区分が「期首」の科目は、期間指定の初月の発生額
棚卸区分が「期末」の科目は、期間指定の末月の発生額
を集計して表示する。

※画面はイメージのため、
実際のものと異なる場合があります。

棚卸表記方法を追加します。

残高：残高を表示
発生額：発生額を表示


